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変
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講
師

：

羽
場
雅
希

◆
今
日
の
授
業
で
学
ぶ
こ
と

・
行
書
で
書
い
て
み
よ
う
（
大
木
・
栄
光
）

・
ま
と
め
書
き
と
応
用



◆
　
行
書
で
書
い
て
み
よ
う 

①

 

・
点
画
の
連
続
と
変
化 

１
「
大
木
」

点
画
の
連
続
と
省
略
を
理
解
し
て
書
こ
う
。

大
木



・
点
画
が
連
続
し
、
筆

ひ
つ
み
ゃ
く

脈
が
表
れ
て
い
る
の
は
、
ど

の
部
分
だ
ろ
う
か
。

・
楷
書
に
比
べ
て
、
点
画
の
形
は
、
ど
う
変
化
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
。

「
大
」
の
三
画
め
を
（
　
変
化
　
）
さ
せ
た
結
果
、

速
く
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

１

１

２

２

３

３
４

◆「大」の変化

だんだんと筆圧を
加え、止める。

◆「木」の変化

軽く止め、次の画
へ。

軽
く
止
め
る
。

穂ほ
さ
き先
の
通
る
と
こ
ろ

（
朱し
ゅ

の
濃こ

い
と
こ
ろ
）

に
注
意
す
る
。

変
化

変
化 変

化

筆
脈
が
つ
な
が
る

よ
う
に
書
く
。

か
い



〈
変
化
〉
左
払は

ら

い
・
右
払
い

　
　
　  �

点
画
の
形
や
長
さ
が
変
わ
る
こ
と
が
多

い
。

〈
変
化
〉
縦
画

　
　
　  �

縦
画
の
終
筆
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。

行
書
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
き
方
が
あ
る
。

大木
（
大
・

（
木
・
大
）

木
）

↓

↓

文
天
不
求

人

↓

弟
末
東
将

本



◆
　
ま
と
め
書
き
と
応
用

ま
と
め
で
「
大
木
」
を
行
書
で
書
い
て
確
認
し
よ
う
。

「
大
」
の
つ
く
二
字
熟
語
を
行
書
で
書
い
て
み
よ
う
。

木
大



◆
　
行
書
で
書
い
て
み
よ
う 

②

 

・
点
画
の
連
続
と
変
化 

２
「
栄
光
」

点
画
の
連
続
と
省
略
を
理
解
し
て
書
こ
う
。



・
楷
書
に
比
べ
て
、
点
画
が
連
続
し
た
り
、
形
が
変

化
し
て
い
る
の
は
、
ど
の
部
分
だ
ろ
う
か
。

「
栄
」
の
四
、
五
画
め
を
（
　
連
続
　
）
さ
せ
、

八
、
九
画
め
の
払
い
を
（
　
変
化
　
）
さ
せ
た
結

果
、
速
く
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

１

１

２

２

５

３

３

４

◆「光」の連続

一度止め、方向を
変える。

▼

横画を少し折り返
し、左下へ払

はら

う

終
筆
は
、
軽
く
止
め

次
の
画
へ
移
る
。

丸
み

連
続

連
続

四
、五
画
め
を

続
け
る

変
化

筆ひ
つ
み
ゃ
く

脈
に

気
を
つ
け
る
。

５
４

６ ７



〈
連
続
〉
点
か
ら
の
連
続

　
　
　  �

点
画
と
点
画
と
の
間
に
、
筆
脈
の
線
が
で

た
り
、
直
接
連
続
す
る
こ
と
が
多
い
。

並
ん
だ
三
つ
の
点
画
で
は
、
二
、三
画
め
を
連
続
さ

せ
て
書
く
と
、
整
え
て
書
け
る
。

〈
連
続
〉
横
画
か
ら
左
払は
ら

い
へ
の
連
続

　
　
　  �

点
画
と
点
画
と
が
、
直
接
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
る

１

１

２

２

３

→→→

単運元
挙守先

１１
１

１１
１

２２
２

２

３



〈
変
化
〉
右
払
い
・
左
払
い

　
　
　  �

点
画
の
長
さ
、
方
向
な
ど
が
変
わ
る
こ
と

が
多
い
。

「
木
」
の
形
は
「
　
」
や
「
　
」
に
変
化
す
る
。

◆
　
ま
と
め
書
き
と
応
用

ま
と
め
で
「
栄
光
」
を
行
書
で
書
い
て
確
認
し
よ
う
。

「
栄
」
の
つ
く
二
字
熟
語
を
行
書
で
書
い
て
み
よ
う
。

→

集
条




